
第４章　特別調査結果の概要（事業所規模１～４人）

１．賃金

　　平成15年７月における事業所規模１～４人の月間のきまって支給する現金給与額は185,825円で、前

　年に比べて6.1％減となり、全国平均（193,570円）を7,745円下回った。

　　これを主な産業別にみると、最も賃金が高い産業は建設業（228,696円）で、以下、サービス業

　(198,222円）、卸売・小売業，飲食店（169,926円）、製造業（158,985円）の順となった。

　　また、男女別にみると男が258,590円で、前年に比べて4.3％減、女が130,230円で、前年に比べて

  11.1％減となった。  （第17表）

１～４人

区　　　分

計 前 年 比 男 前 年 比 女 前 年 比
円 ％ 円 ％ 円 ％

調 査 産 業 計 185,825 △ 6.1 258,590 △ 4.3 130,230 △ 11.1

鉱 業 － － － － － －

建 設 業 228,696 △ 16.3 257,634 △ 17.0 161,244 20.0

製 造 業 158,985 △ 24.4 242,335 △ 17.5 111,327 △ 14.8

電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － － －

運 輸 ・ 通 信 業 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

卸売・小売業, 飲食店 169,926 1.5 244,854 2.1 120,547 △ 12.0

金 融 ・ 保 険 業 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

不 動 産 業 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

サ ー ビ ス 業 198,222 3.6 282,366 8.8 134,663 △ 9.8

２．労働時間

　　１人平均月間実労働時間（１日当たりの実労働時間×出勤日数）は157.6時間で、前年に比べて0.8時間

　減少した。

　　これを男女別にみると、男の月間実労働時間（190.1時間）に対して、女の月間実労働時間（137.4時間

　は52.7時間短く、産業別では、卸売・小売業, 飲食店で時間差が最も大きくなっている。

（第18表）

第17表　産業別・性別月間きまって支給する現金給与額
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前年差 前年差 前年差
時間 時間 時間 時間 時間 時間

調 査 産 業 計 157.6 △ 0.8 190.1 9.3 137.4 △ 4.7

鉱 業 － － － － － －

建 設 業 168.7 △ 8.4 180.1 △ 5.5 144.9 △ 5.5

製 造 業 151.2 △ 14.5 182.4 △ 2.4 133.3 △ 17.1

電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － － －

運 輸 ・ 通 信 業 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

卸 売 ・ 小 売 業 , 飲 食 店 162.8 9.4 206.8 20.7 138.0 △ 3.4

金 融 ・ 保 険 業 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

不 動 産 業 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

サ ー ビ ス 業 147.6 △ 2.8 175.4 2.6 129.3 △ 9.4

３．雇用

　　事業所規模１～４人の主な産業の常用労働者の構成比は、卸売・小売業, 飲食店(42.6％)、サービス

　業(30.3％)、建設業(12.1％)、製造業(10.5％)の順となっている。

　　このうち、女子の労働者の占める割合をみると、調査産業計では56.7％と過半数を占め、前年に比べて

　1.6ポイント下回った。 （第19表）

産　　　　業 計 産 業 別 男 女 女子労働者割合（％）
構 成 比 (%) 15年 前年差

人 人 人

調 査 産 業 計 29,262 100.0 12,674 16,588 56.7 △ 1.6

鉱 業 － － － － － －

建 設 業 3,534 12.1 2,473 1,061 30.0 8.9

製 造 業 3,087 10.5 1,123 1,964 63.6 12.4

電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － － －

運 輸 ・ 通 信 業 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

卸 売 ・ 小 売 業 , 飲 食 店 12,456 42.6 4,948 7,508 60.3 △ 10.2

金 融 ・ 保 険 業 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

不 動 産 業 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

サ ー ビ ス 業 8,861 30.3 3,813 5,048 57.0 △ 4.9

第18表　産業別、性別１人あたり平均月間実労働時間

第19表　産業別、性別推計常用労働者数および女性労働者割合

産　　　　業 計 男 女
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